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1. はじめに 我々はこれまで Alq3 といった有

機材料の表面プラズモン散乱を調べてきたが、そ

の中で光増強のピーク波長が有機素子の層厚の

増大と共に長波長側にシフトする現象を見出し

た[1,2]。この理由として散乱光が外部に出る際に

自己吸収・再発光を繰り返すメカニズムとフェル

スター機構によるものがあることを指摘し、後者

の影響が強いのではないかとの結論に至った。こ

れを更に調べるために今回、高分子系有機 EL 素

子を作製し、分子間距離を変えることで光増強特

性がどう変わるか検討した。 

 

2. 実験方法 有機材料の低分子には Alq3を、高

分子には MEH-PPV を用いた。Alq3は真空蒸着法

にてAg, Auを 200nm蒸着したガラス基板上にそ

れぞれ、20, 40, 60, 80nm 蒸着した。MEH-PPV

はキシレンに溶かして 0.5%の濃度になるように

した。その溶液を Ag, Au を蒸着したガラス基板

上に滴下してスピンコートを行った。スピンコー

トは有機層の膜厚を変化させるために回転数を

1500rpm, 3000rpm とした。増強度は下地に金属

がない場合のスペクトルで規格化して求めた。 

 

3. 結果と考察 Alq3の増強度を図 1 に示す。膜

厚の増大と共に励起領域が増えることで増強度

は増した。注目すべきは、膜厚が増大するにつれ

て増強度のピークが長波長側へシフトしている

ことである。これは Ag の場合のみでなく、Au

の場合においても同様の傾向が見られた。この原

因としては、フェルスター機構によるエネルギー

移動の可能性が考えられる。膜厚を増大させるこ

とによって励起子から金属へ移るエネルギーが

増加する分、励起子のエネルギーが低くなる。そ

の結果として、増強度のピーク波長が長波長側へ

シフトしたのではないかと考えている。フェルス

ター機構は分子間距離の 6 乗に反比例して起こ

る。低分子有機材料は色素分子間の距離が短いた

め、フェルスター機構が起こりやすいはずである。 

MEH-PPVの増強度を図 2に示す。Au 1500rpm

に関してはピーク波長が 700nm 付近にあるが、

その他は総じて 620nm 付近にピークを持つ結果

となった。Alq3で膜厚を増大させると下地に金属

を用いた素子ではスペクトルのピーク波長のシ

フトが見られたが、MEH-PPV では下地に金属が

ある場合でもピーク波長は変わらない傾向にあ

った。これは高分子有機材料では、低分子のもの

に比べて色素の分子間距離が大きく、フェルスタ

ー機構が起こりにくかったためであると考えて

いる。 

 

4. まとめ 低分子有機材料と高分子有機材料

を用いて有機 EL 素子を作製して、表面プラズモ

ンの散乱特性について調べた。低分子有機材料と

高分子有機材料では色素の分子間距離の違いか

ら、フェルスター機構によるエネルギー移動が起

こる確率に違いがあり、そのことが増強度のピー

ク波長シフトの有無に表れていると思われる。 
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図 1 Alq3/Ag/ガラスの増強度 
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図 2 MEH-PPV/金属/ガラスの増強度 
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